
日系企業様向け

中国四川省電子情報産業視察のご案内
半導体とディスプレイの会議・合作商談会・工場見学

開催日：2017年9月14日（木）-16日（土）
開催場所：成都明宇豪雅飯店

主催：四川省人民政府
実施：四川省投資促進局、四川省経済信息化委員会、科学技術庁、四川省人民政府台湾事務弁公室
後援：日中経済協会

協力：中国光学光電子産業協会液晶分会、国際半導体設備材料協会(ＳＥＭＩ)、台湾半導体産業協会、
台湾区電機電子工業同業公会、日本貿易振興機構、韓国ディスプレイ産業協会、
四川省平板ディスプレイ産業協会

本企画の運営：テック・アンド・ビズ（株）
上海实邑文化传播有限公司（Verydigi）

BOE成都（稼働中）

『国際半導体とディスプレイ産業革新企業合作商談会』

1



『国際半導体とディスプレイ産業革新企業合作商談会』へのご案内

 急速に発展する中国四川省の電子情報産業の状況を把握し、現地有力企業との商談を
行う機会を企画致しましたので、ご案内いたします。

 産業の最新状況を俯瞰する「サミット・フォーラム（セミナー）」への参加、四川省の有力企業
見学、四川省の有力企業との商談会、四川省政府指導者との面談、晩餐交流会など、
盛りだくさんの内容で、ご参加企業の今後のビジネスチャンスを創出致します。

 （主催者（四川省）からの挨拶） 半導体とディスプレイは、電子情報産業の二大礎石であり、
四川省の電子情報産業の核心的な産業となっています。四川省の半導体とディスプレイ産
業を発展させ新たなビジネスチャンスを創造するために、核心技術を持つ日本の企業と
中国の投資企業とのマッチング商談会を行います。四川省の半導体とディスプレイの産業
チェーンをさらに整備・拡張し、四川省の半導体産業を全国の最重要な産業基地に、
そしてディスプレイ産業を全世界で最重要な産業基地に育成することを目指します。

 （四川省ディスプレイ協会からの挨拶） 2016年、中国ディスプレイ産業への投資額は累計
3000億元に達しており、世界3位のディスプレイ生産地となりました。四川省は重要な
ディスプレイ産業基地として、2017年の投資総額は1400億元を上回ると見込まれています。
昨年11月の成都での国際FPDフォーラムの成功を受け、今回は第四回中国（西部）国際
ディスプレイフォーラムを開催致します。産業の発展方向とマーケット動向についての討議
を通じて、産業クラスターを構築し、四川省ディスプレイ産業の発展に貢献致します。

2



全体スケジュール

2017年9月13（水）：ホテルにチェックイン（各自現地集合）
9/14（木）：会議「ディスプレイ・サミットフォーラム」

別途、四川省投資局による投資説明会あり
夕方：晩餐交流会

9/15（金）午前～午後2時: BOE成都工場見学
午後2～4時：合作商談会
午後4～6時：代表企業プレゼンテーション
夕方：晩餐交流会

9/16（土）：四川省の電子情報産業関連企業の見学
半導体関連企業、ディスプレイ関連企業等を調整中
午後2-3時頃に現地解散（ホテルまたは成都空港）

集合・解散場所：
宿泊ホテルとなる「成都明宇豪雅飯店（予定、成都東大街紫東楼段39号）」に各自にて現地集合。
イベント終了後、現地にて解散となります。
現地までの往復交通は、各自で手配をお願い致します。

(注)プログラム内容は変更になる場合があります。

昨年（2016年）の会議風景

BOE成都（稼働中）
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「ディスプレイ・サミットフォーラム」（9月14日）会議内容（予定）

開幕式 09:00—09:45
中央官庁指導者挨拶、四川省政府指導者挨拶、

09:45-10:10 米国テキサス州主任 「アメリカシリコンバレー情報産業の新たな発展トレンド」
10:10-10:35  董友梅、京東方科技集団CTO 「ディスプレイ革新応用」
10:35-11:00 陳志山、コーニング中国プレジデント 「ガラス業界—未来の生活」
11:00-11:25  台湾工業研究院（ITRI） 「パネル産業のニューエンジン—OLED」
11:25-11:50 成都飛機工業集団 「航空領域におけるディスプレの応用」
12:00-14:00  昼食（マスコミ取材）
14:00-14:25  華為 「未来の携帯のディスプレイに対する要求」
14:25-14:50  三星またはLG（調整中） 「韓国ディスプレ産業及び応用の未来の発展」
14:50-15:15 彩虹集团チーフエンジニア 「ガラス基板の現状と未来の発展」
15:15-15:40  長虹電器 「長虹—想像を現実に」
15:40-16:05  フォルクスワーゲン 「自動車とディスプレの結合によって生活が変わる」
16:05-16:30  北京交通大学教授 「ディスプレの智能及び新たな応用」
16:30-16:55  四川大学 「ディスプレ産業の3D発展」
16:55-17:20  文東星、成都普迈迪科技総経理 「未来ウェアラブル製品とディスプレ産業の結合」

17:20-17:35  休憩（マスコミ取材）
17:35-18:00  パネルディスカッション
登壇者：業界専門家、四川省経信委指導者、主要企業のエグゼクティブ、3～5人
テーマ「四川省及び西部ディスプレイ産業サプライチェーンとディスプレイ製品の発展を推進する方法」

18:00-19:30  晩餐会

(注)講演交渉中の企業もあり、プログラムは変更になる場合があります。
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国際半導体とディスプレイ産業核心企業合作商談会（予定内容）

日 時：2017年9月15日 14:00-18:00
場 所：成都明宇豪雅飯店錦官庁（予定）
テーマ：「半導体とディスプレイの融合、イノベーション発展」
内 容：全体会合と個別ミーティング（詳細実施方法は企画中です）
１．主催者のあいさつ
２．個別ミーティング：具体的な手順は策定中
３．代表企業によるプレゼン：具体的な内容は策定中
＜参加予定の現地企業＞

半導体・集積回路の関連企業
中国国家大基金、Intel、テキサコ、MediaTek、富士通、中科曙光、Freescale 

Semiconductor、UNISEM、達爾科技、中電子、華為、中興、格羅方徳、紫光、
旗邦微電子、成都先進功率半導体、九洲電気、成都国微電子、艾傑加（成都）科技、
華大集成電路、成都華微電子、成都鋭成芯微科技、成都振芯科技、芯原微電子、
美満電子科技、環宇芯科技、必控科技、艾徳沃伝感技術、成都微光集電、
三栄高科、盈騰瑞徳科技、伊貝基科技

ディスプレイ関連企業
京東方、中電子、天馬、成都中光電（中建材）、華晶科技（Altek Corp.）、
信利、恵科、彩虹、康寧、法液空、TCL、富士康、長虹、阿格蕾雅、
空気化工、南京熊猫
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四川省の有力企業見学

9月15日（金）： BOE成都工場見学

AM8時半：ホテル出発
AM10時～11：30：BOE成都工場（B7ライン）見学
（今年5月に稼働したフレキシブルOLEDラインのデモルームと見学ルート）

PM2時前にホテル帰着（途中で昼食）

（引き続き、PM2時より、
四川省政府指導者との面談・交流および合作商談会あり）

9月16日(土)
四川省の半導体およびディスプレイの
関連企業を訪問・見学・交流。

＜訪問候補企業＞
格羅方徳半導体，徳洲儀器半導体、および双流中電熊猫を予定

PM2～3時に、ホテル帰着、ないしは成都空港にて、現地解散
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参加費用
１．フルコース

9/13ホテルチェックイン～9/16見学後の解散
会議参加、晩餐会参加、工場見学、商談会のセット
ホテル宿泊3泊と食事、晩餐会の費用、商談会参加、見学のバス移動の費用を含みます

費用：6,000元/人 （日本円：￥99,000/人 ）

２．「会議参加とBOE成都見学」コース
9/13ホテルチェックイン、9/15チェックアウト
会議および晩餐会参加(9/14)とBOE成都見学（9/15AM）
ホテル宿泊2泊と食事、会議と晩餐会、および見学のバス移動の費用を含みます

費用：5,000元/人 （日本円：￥82,500/人 ）

３．「商談会と半導体工場見学」コース
9/14ホテルチェックイン、9/16チェックアウト
商談会と9/15～16の工場見学、および晩餐会(9/15)に参加
ホテル宿泊2泊と食事、商談会と晩餐会、および見学のバス移動の費用を含みます
費用：5,000元/人 （日本円：￥82,500/人 ）

1社2名以上の場合は、各自20％ディスカウント
現地ホテルまでの往復交通費は、各自で負担をお願い致します。（現地集合および現地解散）
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＜中国元でお支払いの場合＞
上海实邑文化传播有限公司
中国银行 上海市东昌路支行
口座番号 452061484793

詳細内容の問い合わせ、参加申込などの連絡先
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参加費用の振込口座（事前の振り込みをお願い致します）
申込・振込期限：2017年9月8日（金）

手数料は、送金社にてご負担願います。

参加者側からのキャンセルに対しては返金はいたしかねますので予めご了承下さい。

申込頂いた方には、各社の事務処理方法に従い、発票（領収書）を発行致します。

＜日本円でお支払いの場合＞
テック・アンド・ビズ株式会社
滋賀銀行 グリーンヒル出張所
店番号 192、(普通) 口座番号 204786
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●テック・アンド・ビズ（株）
代表取締役 北原 洋明 hirokitahara@tech-and-biz.com
Tel： +81-90-7753-6993、中国携帯：150-2132-4242

●上海实邑文化传播有限公司（Verydigi）
法人代表 鄭 敏 zhengmin@verydigi.com
Tel： +86-21—6064−0282、 中国携帯：186-0219-7421

mailto:hirokitahara@tech-and-biz.com
mailto:zhengmin@verydigi.com


北原 洋明
http://techon.nikkeibp.co.jp/atcl/feature/15/409572/010400003/

中国西部国際博覧会と併設された専門フォーラムが、11月5日に展示会場近くのホテルで開催された
。四川省関係者などの挨拶や投資説明、中国Changhon社（長虹）によるテレビ戦略の講演に続き、綿
陽市副市長の孫福全氏が講演を行った。
綿陽市は成都中心部から北東へ約100kmに位置する市であり、中国の国家戦略にとって重要な地域
である。この綿陽市に中国最大のパネルメーカーであるBOE Technology Group社が新たな第6世代（
G6）工場の建設を計画しており、同工場の建設のための調印式がフォーラム直前の2016年10月30日
に行われた。BOE社にとって、成都市内のG6工場に続く、この地域で2つめのG6工場となる。
孫副市長は講演で、綿陽市の概要や産業の紹介と共に、このBOE社の次期投資について語った（図2

）。総投資額は465億人民元で、綿陽市にとっては過去最大のプロジェクトになる。この工場は、フレキシ
ブル有機ELの生産を目指す成都のG6工場をそのままコピーし、第2のG6フレキシブル有機EL工場を
2019年に稼働させる計画である。「B11」と名付けられている。

成都展示会・論壇（2016年11月）

BOE成都の「次の投資」をアピールする綿陽市
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建設中のBOE成都B7ライン
（第6世代フレキシブルOLED）

2016年11月5日撮影 10


